
成
唯
細
論
本
文
抄
所
引
の
肝
心
記
侠
文

成
唯
識
論
本
文
抄
四
十
五
巻
は
、
大
正
新
惰
大
蔵
経
第
六
十
五
巻
競
論
疏
部

第
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
四
〇
三
貴
　
－
　
七
九
五
貢
）
。

こ
の
本
文
抄
に
は
、
第
二
項
、
資
料
一
－
六
に
掲
げ
る
如
き
「
肝
心
云
」
・

「
肝
心
記
云
」
と
い
う
引
用
が
あ
る
。
引
用
文
の
中
に
は
、
佐
々
一
条
な
が
ら

も
漢
字
の
音
義
注
・
和
訓
（
資
料
こ
、
及
び
宣
命
東
田
が
み
ら
れ
る
（
資
料
一

－
四
）
。

本
稿
は
、
右
が
、
奈
良
時
代
末
期
の
秋
捧
寺
善
珠
に
よ
っ
て
撰
述
せ
ら
れ
た

成
唯
識
論
疏
肝
心
記
の
秩
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
国
語
史
研
究
資
料

と
し
て
の
意
義
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
本
丈
抄
に
つ
い
て

本
稿
の
依
拠
す
る
本
文
抄
は
、
前
掲
の
大
正
蔵
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
薬
師

寺
蔵
写
本
を
原
本
と
し
、
正
応
四
年
写
探
草
幸
福
寺
蔵
本
・
東
大
寺
蔵
本
を
、

夫
々
、
甲
木
・
乙
本
と
し
て
校
異
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
未
だ
原

本
も
、
又
、
そ
の
他
の
古
写
本
（
注
1
）
も
実
見
し
て
い
な
い
。
そ
の
為
、
以

下
に
、
問
題
が
よ
り
複
雑
と
な
り
、
或
は
立
論
に
誤
り
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と

を
恐
れ
る
。
時
を
侯
っ
て
、
正
確
を
期
す
る
所
存
で
あ
る
。

本
文
抄
と
は
、
橋
本
洪
胤
師
（
仏
討
解
説
大
辞
典
）
に
よ
れ
ば
，
次
の
如
く

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

で
あ
る
。
即
ち
、
当
霞
は
、
そ
の
書
名
の
示
す
如
く
、
成
唯
識
論
十
巻
の
主
要

論
題
を
抜
き
出
し
て
、
「
本
論
に
関
係
あ
る
諸
種
の
経
論
輩
疏
よ
り
本
文
を
摘

出
引
琵
し
て
所
立
を
成
し
た
も
の
で
、
古
来
折
の
如
き
古
物
は
講
問
論
義
の
発

達
に
伴
ひ
平
安
朝
以
後
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
。

事
実
、
本
文
抄
に
引
用
の
経
論
抄
疏
は
、
唯
識
学
研
究
か
、
次
い
で
堆
識
学

派
の
学
説
構
成
の
所
枚
と
す
る
六
経
十
一
郎
論
（
注
2
）
が
多
を
占
め
る
。

本
文
抄
に
所
見
す
る
人
物
は
、
印
度
・
西
蔵
・
中
国
・
新
羅
・
日
本
の
各
地

に
わ
た
る
。
こ
れ
に
つ
き
詳
し
く
記
せ
ば
き
り
が
な
い
の
で
、
以
下
に
は
、
日

本
に
於
け
る
人
物
だ
け
を
掲
げ
る
。
日
本
仏
教
史
に
於
け
る
本
文
抄
の
位
願
は
、

恐
ら
く
、
こ
こ
に
最
も
端
的
に
物
語
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注
．
A
W
の
中
は
割
注
で
表
記
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
欺
此
。

信
叡
（
成
唯
識
論
記
）

信
行
（
「
大
般
岩
音
裁
第
一
云
公
元
興
寺
信
行
撰
V
」
）

謹
命
（
大
乗
法
相
研
神
事
五
巻
、
成
唯
識
論
疏
解
節
二
十
巻
、
他
）

明
詮
（
「
枢
要
明
詮
記
第
一
A
和
姓
義
所
Ⅴ
云
」
、
「
因
明
疏
上
云
（
中

略
）
A
巳
上
表
霞
也
Ⅴ
」
、
「
明
詮
記
云
」
、
「
明
誇
導
本
云
」
・

「
明
詮
等
云
」
、
「
明
詮
嘉
再
三
こ
、
他
）
　
（
注
3
）

平
描
（
「
平
描
記
云
」
・
「
平
椰
云
」
）
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井
珠
（
戌
唯
識
論
丁
義
虻
増
明
記
四
怨
、
戌
唯
識
論
分
托
決
嘉
、
囲
切

論
疏
明
燈
抄
十
二
巻
、
梵
網
経
略
妙
、
法
華
経
肝
心
一
墾
　
「
肝
心

云
」
・
「
肝
心
記
云
」
∧
後
述
＞
）

昌
梅
（
「
唯
識
私
記
第
重
石
A
十
巻
V
」
）

常
騰
（
成
唯
識
論
了
義
燈
抄
七
巻
、
注
仁
王
経
、
他
）

行
賀
「
成
唯
識
論
企
記
三
十
巻
・
「
会
議
」
・
「
泊
議
」
）

漸
安
（
「
法
相
燈
明
記
云
A
沙
門
漸
安
集
本
師
義
Ⅴ
」
（
注
4
）
）

こ
れ
ら
の
僧
は
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
付
置
す
る
も
の

で
、
執
れ
も
法
相
宗
学
侶
で
あ
る
（
右
「
　
」
は
所
見
の
ま
ま
）
。
信
叡
・
信

行
・
護
命
・
明
詮
・
平
備
は
、
南
寺
伝
の
元
輿
寺
、
善
珠
・
昌
海
・
行
賀
は
北

寺
伝
興
福
寺
、
常
騰
は
行
賀
と
同
学
に
し
て
大
安
寺
・
東
大
寺
に
任
し
た
。

仲
算
（
「
松
室
私
記
」
、
「
賢
聖
義
私
記
第
三
云
A
松
窒
Ⅴ
」
、
他
）

其
興
（
「
唯
語
義
六
巻
私
記
云
」
・
「
六
巻
私
記
第
六
A
子
島
W
婁
こ
．

「
二
乗
之
果
比
昆
私
記
A
子
鴻
Ⅴ
云
」
、
「
一
乗
義
私
記
下
云
A
子

島
Ⅴ
華
て
こ
・
「
子
島
大
般
若
抄
云
」
、
他
）

明
憲
（
「
三
猫
境
私
記
中
巻
A
明
憲
Ⅴ
云
」
、
（
注
5
）
）

観
理
（
「
十
五
巻
私
記
A
観
理
作
Ⅴ
第
十
二
云
」
）

源
信
（
「
因
明
注
釈
中
巻
‡
A
源
信
Ⅴ
」
、
「
源
信
僧
都
唐
決
云
」
）

最
行
（
「
集
解
A
最
行
撰
Ⅴ
云
」
）

こ
れ
ら
の
僧
は
、
平
安
時
代
中
期
以
降
に
位
置
す
る
。
輿
壇
寺
松
宝
の
仲
算

（
承
平
五
－
貞
元
元
年
）
に
は
、
四
分
義
極
略
私
記
（
松
窒
私
記
）
の
他
、
成

唯
識
論
記
五
巻
の
著
が
あ
る
。
薬
師
寺
に
は
、
伝
仲
算
等
の
法
相
宗
賢
聖
義
一

巻
・
成
唯
識
論
了
義
燈
第
四
の
一
帖
が
規
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
注
6
）
。

そ
の
資
、
子
島
寺
素
輿
（
承
平
四
－
寛
弘
元
年
）
は
、
末
尾
の
大
般
若
抄
（
注

7
）
を
以
て
知
ら
れ
て
い
る
。
興
福
寺
董
多
院
の
明
憲
（
治
安
年
間
軍
八
十

一
才
）
も
、
を
一
者
と
同
じ
く
法
相
宗
北
寺
系
の
学
僧
で
あ
る
。

槻
理
と
は
、
第
四
十
七
代
東
大
寺
別
当
、
第
三
代
東
南
院
々
主
を
務
め
た
三

論
宗
学
僧
で
あ
る
（
天
延
二
年
寂
、
八
十
一
才
）
。
源
信
は
、
天
台
宗
良
源
の

資
で
、
唐
決
二
巻
、
囚
明
四
相
相
違
註
釈
三
巻
、
他
の
著
が
あ
る
（
寛
仁
元
年

寂
、
七
十
六
才
）
。
薬
師
寺
克
行
の
集
解
と
は
、
法
苑
林
葦
衰
無
裏
革
集
解
二

巻
（
一
〇
八
七
年
頃
成
立
）
　
で
あ
ろ
う
か
（
注
8
）
。

右
の
他
に
現
今
未
詳
の
一
群
が
あ
る
（
所
引
は
各
一
例
ず
つ
で
あ
る
）
。

恩
訓
（
「
唯
識
義
私
記
第
一
云
A
楽
師
寺
恩
訓
上
徳
御
伝
也
V
」
）

善
隆
（
「
新
撰
義
鏡
抄
A
西
大
寺
羊
降
集
Ⅴ
云
」
）

鹿
俊
（
「
究
寛
論
相
聞
A
鹿
俊
砂
三
論
宗
也
Ⅴ
作
比
量
相
違
害
こ
）

高
党
（
「
答
、
（
中
略
）
釈
給
如
何
相
違
乎
企
口
回
覚
為
之
Ⅴ
」
）

慶
皿
・
孝
仁
（
「
慶
朋
抄
一
同
之
、
行
賀
裏
輿
同
之
、
明
詮
記
所
引
孝
仁

平
備
亦
存
成
仏
義
」
）

孝
仁
は
奈
良
時
代
末
法
隆
寺
学
僧
で
あ
る
が
（
注
せ
、
他
は
未
勘
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
如
く
眺
め
く
る
と
、
大
勢
は
法
相
宗
に
帰
属
す
る
と
知

れ
る
。
と
き
に
三
論
宗
・
天
台
宗
の
僧
を
見
出
す
が
、
興
福
寺
・
元
輿
寺
・
薬

師
寺
，
西
大
寺
な
ど
の
法
相
宗
学
僧
の
計
数
、
或
は
そ
の
引
用
頻
度
に
遠
く
及

ば
な
い
。
さ
て
・
か
か
る
本
文
抄
の
撰
述
者
に
は
、
卓
越
し
た
法
相
学
者
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
と
し
て
、
興
福
寺
の
蔵
俊
が
擬
せ
ら
れ
（
前
掲
橋
本
柿
）
、
こ
の
蔵
俊

撰
述
説
は
佐
伯
良
諜
師
・
深
捕
正
文
師
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
注
1
0
）
。

蔵
俊
は
、
党
略
・
恵
暁
の
資
で
、
菩
提
院
贈
僧
正
と
し
て
知
ら
れ
る
（
注

1
1
）
。
著
述
に
、
注
進
法
相
宗
葦
疏
一
巻
・
成
唯
識
論
唯
竃
妙
二
巻
・
成
唯
識

、

論
菩
提
院
紗
四
巻
・
因
明
大
疏
抄
四
十
一
巻
な
ど
が
あ
り
、
訓
読
史
に
関
わ
る

と
こ
ろ
に
於
い
て
も
注
目
せ
ら
れ
て
い
る
（
長
治
元
－
治
承
四
年
、
七
十
七
才
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捉
）
α撰
述
時
を
院
政
如
後
半
頃
と
す
る
の
は
、
次
の
点
か
ら
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
本
文
抄
の
撰
述
年
代
は
、
先
の
薬
師
寺
最
行
の
集
解
あ
た
り
を
上
限
と

し
、
左
掲
の
康
元
二
年
を
下
限
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

川
明
燈
抄
云
（
私
書
入
あ
り
　
こ
れ
を
略
す
）
」

康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
二
月
十
六
日
　
私
書
入
了
　
慈
信
」

（
本
文
抄
巻
第
三
十
四
、
大
正
蔵
六
八
五
質
T
）

本
文
中
に
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
細
字
で
「
以
下
私
出
入
之
」
な
ど
と
み
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
慈
信
が
本
別
臼
を
苔
写
し
た
際
、
こ
の
葺
段
を
中
心
に
補

欠
・
増
柵
を
施
し
た
、
そ
の
為
の
注
記
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
が
下
限
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
原
本
撰
述
は
凡
そ
五
十
年
前
後
遡
る
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
最
行
の
集
解
が
、
流
布
し
、
椎
威
を
有
す
る
に

至
る
時
間
が
凡
そ
五
十
年
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。
・

か
く
す
れ
ば
、
本
文
抄
撰
述
は
、
院
政
期
後
半
頃
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。本
文
抄
に
は
、
更
に
左
記
二
条
の
記
が
あ
る
が
、
説
明
を
省
く
。

脚
禦
思
僧
正
御
本
」
　
（
行
間
細
字
）
　
　
　
（
丑
第
土
十
九
、
六
四
二
訂
）

右
に
は
、
本
文
中
の
「
A
班
無
写
本
追
啓
入
之
皐
V
」
の
記
が
応
じ
て
い
る
。

㈲
嘉
君
主
年
瓜
契
亥
Ⅴ
（
一
四
四
三
）
十
月
七
日
於
社
即
酉
雑
談
義
足
下
船

分
之
局
終
写
功
果
　
　
　
沙
門
増
専
A
年
二
十
八
V
」

抑
去
九
月
±
ハ
ロ
（
中
略
）
同
二
十
三
日
日
野
言
最
等
奉
引
立
五
性
院

官
持
n
読
於
A
延
暦
寺
Ⅴ
中
堂
（
下
略
、
日
野
有
光
反
乱
・
厭
末
の
記
）

（
巻
第
三
十
五
、
六
九
三
　
－
　
六
九
四
百
）

警
掌
は
、
曇
等
別
当
言
責
三
〈
僧
正
で
三
蔵
院
に
隼
し
た
（
暦
応
二

年
賽
九
十
三
才
、
興
れ
寺
別
当
次
第
）
。
∴
墜
信
（
注
ぎ
・
増
尊
に
つ
い
．
て

は
末
勘
で
あ
る
が
、
や
は
り
法
相
宗
の
僧
と
思
わ
れ
る
。

－
以
上
、
本
文
抄
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
項
に
於
け
る
肝
心
記
の

素
姓
を
知
る
資
と
し
た
．
い
。

〓
　
「
肝
心
（
記
）
云
」
に
つ
い
て

「
肝
心
（
記
）
云
」
の
引
用
文
は
、
次
の
点
に
於
い
て
、
ま
ず
注
意
さ
れ
る
。

本
文
抄
に
は
、
狂
語
に
関
す
る
注
が
数
ヶ
所
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
の
音

注
・
義
注
・
和
訓
注
は
、
次
に
掲
げ
る
資
料
一
の
み
で
あ
る
。
又
、
宣
命
詔

は
、
資
料
一
－
四
の
他
は
「
納
経
記
云
」
に
一
例
（
注
曇
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
か
く
し
て
み
れ
ば
、
か
か
る
大
部
な
本
文
抄
に
於
い
て
、
引
用
せ
ら
れ
た

「
肝
心
（
記
）
云
」
の
注
釈
形
態
が
、
仙
に
例
を
み
な
い
非
常
に
特
異
な
鴇
の

と
知
ら
れ
る
。

資
料
を
掲
げ
る
。
」
は
大
正
蔵
本
の
改
行
を
示
し
、
文
中
の
○
印
は
大
正
蔵

本
校
者
に
よ
る
中
略
を
示
し
て
い
る
。

〔
資
料
　
〓

論
云
。
故
染
汚
心
決
定
皆
与
八
随
頼
悩
相
応
而
」
生
。
謂
柏
沈
・
綽
挙
・

不
信
・
憐
怠
・
逸
放
・
忘
念
・
散
乱
・
」
不
正
知
○
然
此
意
倶
心
所
十

八
。
謂
前
九
法
・
（
下
略
）

疏
云
。
論
無
会
心
所
至
不
違
釦
教
。
述
日
。
（
中
」
略
）
而
説
。
依
此
翼

璧
難
無
論
文
定
評
八
逼
。
今
」
以
諸
論
上
下
雑
有
。
致
此
推
究
。
第
三

総
轄
作
如
」
是
説
不
違
教
理
A
文
V
」

肝
心
云
。
文
依
此
褒
旺
瓜
須
甜
Ⅴ
難
無
論
文
定
評
八
追
」

蛮
風
裾
高
反
。
野
王
案
褒
猶
揚
美
也
V
肢
A
砕
接
反
。
鄭
高
圧
過
也
。

例
四
肢
帰
也
Ⅴ
褒
旺
A
俊
吉
今
云
」
即
拐
久
太
須
爾
V
褒
A
布
嵩
反
。
舶

挙
空
き
至
章
」
　
　
　
　
　
玉
突
塗
せ
薫
十
八
、
三
、
ヨ
只
争
）

〔
資
料
　
二
〕
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論
云
。
然
此
染
意
相
応
煩
悩
（
下
略
）
」

疏
五
本
云
。
論
極
微
親
政
至
永
不
複
起
。
述
日
（
下
略
）
」

義
山
・
義
組
可
見
之
」

太
抄
云
（
下
略
）
」

肝
心
云
。
文
若
許
A
作
波
V
飽
和
A
耳
V
三
界
相
似
便
無
増
」
誠
者
。
三

界
相
似
者
。
（
下
略
）
」
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
九
、
五
六
八
頁
上
）

〔
資
料
　
三
〕

論
云
○
謂
如
五
識
○
倶
在
所
擁
。
意
識
既
円
空
ハ
」
識
中
H
。
班
応
許
有
如

是
所
依
A
文
V
」

些
吾
　
（
下
略
）
」

租
云
。
（
下
略
）
」

世
親
摂
論
一
云
。
（
下
略
）
」

肝
心
云
。
文
復
云
謂
如
五
識
必
有
A
何
両
信
之
Ⅴ
眼
等
A
比
」
二
之
失
Ⅴ

増
上
不
共
A
乃
Ⅴ
倶
有
所
依
者
。
此
依
基
軸
意
」
而
消
文
也
。
（
中
略
）

謂
如
五
識
A
乃
V
必
打
根
等
A
乃
Ⅴ
増
」
上
不
共
倶
宥
所
依
。
故
彼
疏
云

冬
至
‡
Ⅴ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
十
、
五
七
九
百
下
）

〔
資
料
　
四
〕

論
一
望
若
所
相
身
右
裾
定
相
所
資
助
者
。
（
下
略
）
」

疏
云
○
小
乗
和
資
入
定
通
有
無
裾
。
今
者
大
乗
」
捨
福
資
身
定
咄
右
裾
。

此
文
為
詔
A
文
Ⅴ
」

些
石
。
（
下
略
）
」

肝
心
云
。
文
小
乗
新
風
以
V
資
入
定
通
有
無
鋸
。
縮
即
捨
衣
鉢
等
。
又

云
。
今
者
大
乗
捨
祁
資
A
波
Ⅴ
身
A
乎
Ⅴ
五
瓜
之
」
天
Ⅴ
唯
有
鋸
者
。
言

捨
福
者
。
（
下
略
）
」
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
三
十
七
、
七
一
〇
貢
下
）

〔
資
料
　
五
〕

肝
心
云
。
疏
批
緑
真
如
至
不
得
縁
者
。
東
抄
云
。
此
」
文
勢
有
二
解
。

（
下
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
、
四
九
五
貫
中
）

〔
資
料
　
六
〕

肝
心
記
云
○
枢
要
之
文
。
因
明
疏
並
疏
主
説
。
（
下
略
）
」

（
巻
第
十
五
、
五
三
二
重
中
）

〔
資
料
　
七
〕

玄
賛
私
記
第
七
云
○
此
亦
示
現
塾
三
石
V
瓜
法
花
肝
心
同
之
V
」

（
巻
第
八
、
四
七
三
百
上
）

本
稿
資
料
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

「
肝
心
云
」
と
「
肝
心
記
云
」
と
は
、
内
容
が
同
じ
と
み
ら
れ
る
の
で
同
一

拍
と
見
傲
し
（
注
望
、
同
様
の
例
を
拾
う
と
、
本
文
抄
全
巻
の
中
で
は
都
合

三
十
四
例
求
め
得
る
。
こ
の
内
、
四
例
が
、
資
料
一
1
四
で
あ
り
、
他
の
三
十

例
は
、
資
料
五
・
六
の
如
く
単
に
挟
文
を
以
っ
て
注
釈
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

か
か
る
肝
心
記
と
は
、
一
休
、
如
何
な
る
書
を
指
も
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。本
稿
で
は
、
こ
れ
を
、
羊
珠
撰
述
の
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
八
巻
で
あ
る
と
推

定
す
る
。
何
よ
り
も
、
前
項
に
求
め
た
本
文
抄
の
内
容
を
考
慮
し
た
い
。

唯
識
字
関
係
書
籍
の
内
で
は
、
こ
れ
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
又
、
掲
げ
た

資
料
群
に
み
る
引
用
霞
目
（
説
）
　
（
注
1
5
）
は
、
日
本
大
蔵
経
唯
識
論
章
疏
第

二
所
収
の
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
零
木
（
巻
第
一
疏
軍
一
釈
）
と
大
同
で
あ
っ

て
、
こ
れ
も
右
の
推
定
に
と
っ
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問
題
と
な
る
の
は
、
資
料
七
に
現
わ
れ
る
「
法
花
肝
心
」
で
あ
る
（
他
に
引

用
な
き
が
如
し
）
。
当
晋
は
、
音
珠
撰
述
の
法
華
経
肝
心
一
巻
（
存
扶
未
詳
）

で
あ
ろ
う
（
注
空
。
こ
れ
が
存
す
る
為
、
右
一
連
の
「
肝
心
（
記
）
云
‡
】

は
、
法
華
経
肝
心
の
謂
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
資
料
七
は
、
そ
の
文
頭
に
「
玄
賛
私
記
」
と
あ
る
。
定
か
で
な
い

が
、
こ
れ
は
真
輿
の
法
華
玄
賛
一
乗
義
私
記
、
或
は
、
基
の
妙
法
蓮
華
繹
玄

費
・
恵
沼
の
法
華
玄
費
裁
決
な
ど
に
関
連
す
る
も
の
と
思
う
。
唯
識
学
関
係
で

は
、
左
の
大
乗
百
法
明
門
詣
玄
費
と
い
っ
た
書
も
あ
る
が
、
文
尾
の
「
法
花
肝

心
同
之
」
と
併
せ
み
れ
ば
、
文
頭
・
文
尾
、
共
々
法
華
経
に
関
わ
る
注
釈
書
と

考
え
ら
れ
る
。
本
文
抄
は
、
法
華
経
そ
の
も
の
も
、
「
法
花
経
一
云
A
方
便

晶
Ⅴ
」
・
「
法
花
方
便
晶
で
こ
の
如
く
し
て
引
用
し
て
い
る
。

一
方
、
問
題
と
す
る
肝
心
記
の
引
か
れ
方
は
、
ま
ず
「
論
云
」
、
次
に
「
疏

云
」
、
そ
し
て
「
肝
心
（
記
）
云
」
と
な
る
。
途
中
に
、
「
秘
云
」
・
「
世
親

摂
論
」
な
ど
が
介
入
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
成
唯
識
論
疏
や
唯
識
学
構
成
の
論

親
を
承
け
て
現
わ
れ
る
の
が
、
「
肝
心
（
記
）
云
」
な
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
資
料
七
を
除
く
諸
例
、
合
計
三
十
四
例
は
、
善
珠
撰
述
の

成
唯
識
論
疏
肝
心
記
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

普
珠
に
つ
い
て
繰
返
せ
ば
、
彼
は
、
興
稲
守
玄
防
の
資
で
あ
り
、
大
和
秋
篠

寺
を
創
し
た
。
北
寺
伝
正
統
派
と
し
て
多
く
の
著
述
を
遺
し
た
が
、
咄
識
学
の

み
な
ら
ず
、
因
明
学
・
華
厳
学
他
に
も
精
適
し
て
い
た
当
時
の
′
一
大
学
匠
で
あ

る
。
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
七
十
五
才
で
寂
す
（
僧
綱
補
任
抄
出
、
上
）
。

≡
　
肝
心
記
伐
女
に
つ
い
て

右
に
認
定
し
た
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
の
引
用
文
を
、
肝
心
記
伏
文
と
称
す

る
。肝
心
記
伏
文
は
、
以
下
の
如
き
国
語
史
上
か
ら
の
批
判
に
も
堪
え
得
る
と
忠

ぅ
。
国
語
に
関
与
す
る
資
料
一
－
四
を
中
心
に
し
て
検
討
を
試
み
る
。

第
一
点
　
宣
命
書
の
み
え
る
こ
と
（
資
料
一
－
四
）

こ
の
点
は
、
前
出
日
本
蔵
本
（
寄
木
）
と
同
様
で
（
投
打
）
、
こ
の
限
り

で
は
問
題
は
な
い
。
善
瑞
は
、
注
釈
を
行
う
に
、
宣
命
休
を
も
試
み
た
と
み
ら

れ
る
。先
の
平
楯
の
著
に
も
宣
命
書
が
指
摘
さ
れ
、
管
見
で
は
そ
の
最
勝
王
経
羽
足

（
大
正
蔵
第
五
十
六
巻
所
収
）
に
次
の
如
き
例
を
見
出
す
（
注
1
8
）
。

真
如
理
体
是
無
為
功
徳
義
相
之
本
体
A
止
之
氏
Ⅴ
持
自
性
不
失
。

例
は
一
に
留
ま
ら
な
い
。
平
備
に
は
、
法
華
経
音
義
二
巻
の
撰
述
も
あ
り
、

又
、
図
帯
封
本
類
緊
名
義
抄
に
は
平
備
云
と
し
て
、
和
訓
三
例
が
引
用
さ
れ

る
。善
珠
に
し
て
も
平
備
に
し
て
も
、
同
じ
く
八
世
紀
末
の
法
相
学
者
で
あ
る
。

右
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
当
時
の
同
宗
に
於
い
て
は
、
宣
命
憲
と
い
う
表
記
形

態
に
よ
る
仏
書
注
釈
方
法
が
存
し
た
と
み
る
の
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
二
点
　
「
野
王
案
」
と
み
え
る
こ
と
（
資
料
一
）
．

井
珠
の
注
釈
書
、
成
唯
識
論
述
記
序
釈
他
に
は
、
玉
芯
が
多
く
引
用
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
、
自
藤
礼
幸
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（
注
1
9
）
。
そ

こ
に
は
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
の
検
討
は
な
い
け
れ
ど
も
、
羊
珠
が
玉
帯
を
座
右

に
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
、
そ
の
引
用
が
あ
っ
て
も
よ
か
ろ

・つ。
今
、
蒙
隷
万
象
名
義
（
付
文
荒
谷
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
み
え
る
。

褒
　
A
締
高
反
揚
美
也
昇
進
也
Ⅴ
　
　
　
　
　
　
　
（
原
本
に
楊
）

肢
　
A
砕
拾
反
減
也
墜
摩
損
也
Ⅴ
　
　
　
　
　
（
原
本
減
は
l
京
）

肝
心
記
伏
文
の
「
褒
」
の
音
注
義
注
は
、
右
と
よ
く
通
じ
て
い
る
が
、

「
肢
」
の
音
注
「
押
接
反
」
は
「
抜
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
次
の
大
治
本
玄
応

音
義
所
引
に
は
「
倹
」
と
あ
る
が
、
六
披
羅
蜜
経
釈
文
及
び
蒙
隷
万
象
名
義
に

は
「
桧
」
と
あ
る
（
大
広
益
会
玉
籍
巻
第
二
十
五
も
「
碑
桧
切
」
、
念
の
為
）
。

褒
旺
　
風
神
高
反
下
砕
倹
反
案
褒
揚
美
＊
也
旺
知
遇
也
V
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（
大
治
写
本
玄
応
音
義
巻
第
二
十
五
阿
見
達
磨
皿
正
理
論
巻
第
十
、
注
2
0
）

旺
親
　
風
上
玉
碑
按
反
鄭
玄
日
減
也
毛
詩
伝
日
墜
也
韓
詩
日
摩
也
何
休
日

損
也
下
玉
勅
律
反
氾
韓
日
m
退
也
安
国
日
割
如
也
杜
預
日
蝕
減
損
又
日

蝕
猶
放
也
説
文
臣
下
也
広
稚
拙
去
也
V
（
堕
の
皐
は
予
、
城
は
二
水
）

（
神
田
青
一
郎
博
士
蔵
大
乗
理
迦
六
披
羅
蜜
経
釈
文
準
ニ
、
三
一
日
）

肝
心
記
扶
文
「
旺
」
の
義
注
「
鄭
畜
経
過
也
（
例
四
肢
帰
也
）
」
に
も
誤
写

が
あ
る
ら
し
い
が
、
少
な
く
と
も
「
畜
」
は
「
玄
日
」
と
み
る
べ
き
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
肝
心
記
扶
文
は
、
玉
帯
に
直
に
当
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
い
よ
い

よ
増
し
て
く
る
（
玄
応
音
義
と
は
無
縁
で
あ
ろ
う
。
尚
、
恵
鍬
の
一
切
経
音

義
・
希
厭
の
続
一
切
経
音
義
に
引
く
鄭
玄
関
係
の
注
文
に
「
旺
過
也
」
な
し
）
。

肝
心
記
扶
文
の
「
褒
石
高
反
・
…
」
は
、
切
甑
系
の
も
の
で
も
な
い
如
く

で
、
何
を
出
自
と
す
る
か
、
筆
者
に
は
未
詳
で
あ
る
（
注
2
1
）
。

第
三
点
　
和
訓
注
（
資
料
一
）

ま
ず
初
め
に
、
↓
壁
昌
今
云
即
栂
久
太
須
田
」
に
誤
写
あ
り
と
み
て
、
「
倭

0　　0

言
倉
云
阿
侶
久
大
須
爾
」
と
訂
す
る
。
筆
写
体
に
於
け
る
「
今
」
　
「
合
」

「
令
」
が
誤
認
さ
れ
易
い
こ
と
、
例
が
な
く
は
な
い
。
意
味
上
か
ら
も
「
合

云
」
と
あ
り
た
い
。
後
掲
名
義
抄
の
「
朱
肝
心
記
云
令
至
は
例
証
と
な
る
。

「
即
」
を
「
阿
」
と
訂
す
る
積
極
的
な
根
拠
は
な
い
が
、
和
訓
の
意
味
を
考

え
、
類
似
す
る
筆
写
休
を
求
め
れ
ば
、
常
用
的
な
仮
名
「
阿
」
が
妥
当
の
如
く

で
あ
る
。
章
珠
の
注
釈
出
に
和
訓
（
万
葉
仮
名
表
記
）
の
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
諸
先
学
の
御
指
摘
が
あ
る
。
又
、
注
記
の
「
倭
言
」
　
（
そ
の
意
味
及
び
時

代
性
）
．
に
つ
い
て
も
、
築
島
裕
博
士
（
注
2
2
）
　
の
言
及
に
委
ね
て
よ
い
で
あ
ろ

－
つ
0

こ
の
和
訓
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
原
法
文
に
即
し
た
訓
読
上
の
形
を
示
し
て

い
る
点
で
、
着
通
し
が
た
い
。

先
に
、
中
田
祝
夫
博
士
・
自
藤
孔
尊
氏
に
よ
っ
て
、
述
記
序
釈
の
和
訓
の
内

に
も
、
訓
読
し
た
文
脈
の
上
で
の
形
を
示
す
も
の
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

た
（
注
2
3
）
。
そ
れ
を
承
け
て
築
島
博
士
は
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
る
（
注
2
4
）
。

ま
さ
し
く
奈
良
時
代
末
期
に
漢
文
の
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
明
証

で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
こ
の
訓
注
が
、
訓
点
記
入
の
前
段
階
の
訓
読
表

記
の
一
形
式
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

今
こ
こ
に
、
肝
心
記
扶
文
の
当
例
を
加
え
れ
ば
、
か
か
る
訓
読
上
の
語
形

は
、
単
一
文
献
（
述
記
序
釈
）
　
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

ーつ。
当
例
は
、
前
行
の
宣
命
再
と
呼
応
し
て
い
る
点
で
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
述
記
序
釈
に
も
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
訓
点
記
入
に
よ
り
近
い
形
態
で

あ
る
。第
四
点
　
国
語
に
於
け
る
仮
名
遣
い

°

　

　

0

資
料
一
の
和
訓
「
即
（
阿
）
腸
久
太
須
田
」
の
仮
名
「
腸
」
は
、
淘
音
ゲ
の

乙
顆
で
あ
る
。

淘
音
仮
名
で
あ
る
こ
と
は
、
小
川
木
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
の
「
舅
整
」

（
巻
六
）
の
和
訓
「
倭
云
加
末
智
乃
周
倒
」
を
類
例
と
す
る
。

次
に
、
そ
れ
が
乙
類
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
例
の
他
、
前
掲
の
六
披
罪
蜜
経

釈
文
の
「
鋤
髭
」
の
和
訓
「
璧
一
口
比
気
」
、
万
葉
集
の
「
瑚
到
可
伎
撫
而
」

（
巻
五
・
八
九
二
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

一
方
、
和
語
ア
舛
ク
タ
ス
ニ
の
ゲ
が
乙
顆
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
楠
本
進
吾

博
士
の
示
さ
れ
る
法
則
（
注
2
5
）
、
及
び
古
事
記
歌
謡
「
爾
斯
布
岐
阿
宜
A
氏
Ⅴ
」

（
真
福
寺
本
・
下
三
オ
3
）
、
万
葉
集
「
都
美
安
気
可
伎
泰
泥
こ
　
（
巻
二
十
・

四
四
〇
八
）
な
ど
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
。
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か
く
し
て
、
侠
文
に
於
け
る
仮
名
遣
い
は
誤
用
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。参
考
と
し
て
、
述
記
序
釈
の
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
田
博
士
に
よ

り
、
ケ
（
計
・
気
）
　
に
両
湖
の
別
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
注
2
文
献
、
九
〇
五

l
一
日
）
。ア
ゲ
ク
タ
ー
ス
こ
の
タ
は
、
万
葉
集
の
「
久
多
志
須
都
良
牟
」
　
（
巻
五
・
九
〇

〇
）
等
か
ら
推
せ
ば
清
音
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
太
」
は
清
音
の
仮
名
と
な
る
。

以
上
の
他
に
、
資
料
ニ
ー
　
四
の
宣
命
書
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
に
は
誤

写
が
あ
る
ら
し
く
、
意
味
が
定
か
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
。

0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
0

そ
の
内
、
資
料
三
は
「
有
A
阿
留
槽
之
Ⅴ
眼
等
瓜
比
止
之
久
Ⅴ
」
と
訂
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
　
（
筆
写
体
の
類
似
に
よ
る
）
。
か
く
訂
正
し
た
場
合
、
助
動
詞

ベ
シ
の
べ
、
仮
名
「
倍
」
は
乙
類
で
あ
る
′
の
で
、
こ
れ
も
亦
、
誤
用
で
な
い
と

い
え
る
。
形
容
詞
ヒ
ト
シ
は
、
現
今
、
上
代
文
献
に
於
け
る
仮
名
古
例
が
見
出

さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
語
の
仮
名
遣
い
（
甲
類
乙
類
）
が
わ
か
ら
な
い
。
為
に
、

右
扶
文
の
正
誤
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
逆
に
、
こ
の
伏

文
に
よ
っ
て
初
め
て
、
右
形
容
詞
は
「
ヒ
　
（
甲
）
　
卜
（
乙
）
　
シ
」
と
い
う
仮
名

遣
い
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
比
は
甲
類
、
止
は
乙
類
）
。
こ
の
結

果
は
数
詞
「
一
（
ヒ
ト
）
」
と
右
形
容
詞
が
同
根
で
あ
る
と
す
る
説
に
一
致
し

て
い
る
。

但
し
、
誤
写
の
訂
正
の
上
に
立
つ
こ
と
、
又
、
述
記
序
駅
で
は
ト
の
仮
名
遣

い
に
混
用
が
あ
る
こ
と
、
に
よ
り
、
右
の
結
果
は
幾
分
割
引
か
れ
る
の
で
あ

り
、
こ
の
点
、
更
に
資
料
を
求
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
大
蔵
経
所
収
の
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
の
宣
命
書
に
は
、
助

詞
イ
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
自
藤
氏
、
注
1
7
文
献
）
。
肝
心
記

伏
文
で
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
肝
心
記
伏
文
が
羊
珠
撰

述
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と
っ
て
、
支
持
た
り
得
る
も
の
で
は
な
い
0

以
上
の
如
く
し
て
、
資
料
一
1
四
に
み
る
と
こ
ろ
も
善
珠
の
手
に
な
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
認
め
て
後
、
諸
点
に
そ
の
価
値
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
内
の
あ
る
程
度
は
、
右
の
検
討
の
過
程
に
於
け
る
と
こ
ろ

と
重
複
す
る
。
左
記
に
は
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
名
義
抄
に
関
す
る
意
義
付
け

を
試
み
る
。四

　
名
義
抄
と
の
開
わ
日
ソ

図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
に
、
善
珠
撰
述
の
注
釈
吉
か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
言
及
が
あ
る
。

次
の
如
き
も
の
か
ら
、
音
注
・
義
注
・
和
訓
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
A
　
閃
明
論
疏
明
燈
抄

B
　
成
唯
識
論
了
義
燈
増
明
記

C
　
成
唯
識
論
述
記
序
釈

D
　
成
唯
識
論
疏
肝
心
記

E
　
「
肝
心
記
」

F
　
「
羊
珠
」
　
「
珠
」
　
「
朱
」

G
　
「
並
L
．
朱
同
異
云
」

和
訓
　
1
項
、

義
注

義
注
　
1
項

義
注
音
注
　
1
項

義
注
和
訓
　
1
項

和
訓
　
1
項

音
注
和
訓
　
1
項

2
項
、
和
訓
　
2
6
項

和
訓
　
1
項
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右
の
A
I
C
と
、
大
正
蔵
本
他
の
そ
の
活
字
翻
刻
本
と
の
対
照
・
確
認
は

富
田
金
彦
氏
（
注
8
文
献
）
の
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
委
ね
る
が
、
問
題
は
D
の

場
合
で
あ
る
。
名
義
抄
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
声
点
を
省
略
す
る
）
。

発
－
　
（
心
）
朱
肝
心
記
云
合
云
去
々
呂
於
去
須
A
識
疏
Ⅴ
（
二
三
六
3
）

と
こ
ろ
が
、
現
存
零
本
（
日
本
大
蔵
経
本
）
に
は
、
こ
の
和
訓
は
も
と
よ

り
｛
和
訓
が
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
、
諸
先
学
が
指
摘
さ
れ
、
且
つ
落
胆
せ
ら



れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
現
存
木
が
、
後
世
の
転
写
木
で
あ
る
こ
と
も
災
と

な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
和
訓
が
一
例
も
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
前
掲
D
を

批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
に
、
肝
心
記
侠
文
の
意
義
の
一
が
あ
る
。
肝
心
記
伏
文
は
、
原
本
に
於

け
る
和
訓
の
実
在
を
物
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

又
、
本
文
抄
に
於
い
て
、
法
華
経
肝
心
は
「
法
花
肝
心
」
と
称
さ
れ
、
成
唯

識
論
疏
肝
心
記
は
「
肝
心
」
・
「
肝
心
記
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ

ば
、
論
掲
E
は
、
同
様
、
成
唯
識
論
疏
肝
心
記
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が

大
き
い
。
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
は
、
や
は
り
法
相
宗
学
僧
の
撰
述
に
な
る
も

の
と
み
ら
れ
、
こ
こ
に
所
見
の
人
物
及
び
引
用
文
献
は
、
第
一
項
に
述
べ
た
本

文
抄
の
場
合
と
大
き
く
頂
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
尚
、
F
・
G
は
未
詳
）
。

第
二
点
は
、
資
料
一
の
和
訓
「
ア
ゲ
ク
タ
ス
ニ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は

り
名
義
抄
に
引
用
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
図
譜
寮
木
に
は
こ

れ
を
見
出
し
得
な
い
。
見
出
せ
な
い
の
は
、
同
本
が
零
本
で
あ
る
為
で
あ
ろ

・
つ
0

親
智
院
本
に
は
、
次
の
例
が
あ
る
（
＊
印
ク
タ
ス
に
声
点
［
上
上
○
］
）
。

疑
　
A
兵
倹
反
（
中
略
）
＊
ク
タ
ス
　
ソ
シ
ル
　
オ
ト
ス
V
　
褒
圧

A
ア
ケ
ク
タ
ス
ニ
Ⅴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仏
下
本
十
七
）

こ
の
和
訓
は
、
連
語
と
し
て
の
訓
で
あ
り
、
漢
文
の
訓
読
に
即
し
た
形
で
も

あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
れ
が
先
の
「
侯
言
」
で
あ
ろ
う
と
み
う
け
る
。
訓
法

T
「
褒
グ
」
も
意
訳
的
な
も
の
で
、
名
義
抄
の
時
点
に
於
い
て
は
古
訓
の
一
で
は

な
か
っ
た
か
、
観
智
院
本
の
他
の
条
（
法
中
一
四
八
）
に
は
収
め
ら
れ
て
は
い

な
い
。
石
山
寺
本
大
店
西
域
記
長
等
元
年
（
二
六
三
）
点
に
は
次
の
例
が
み

え
る
が
、
ヨ

　

T

T

　

　

ク

タ

淑
キ
苧
シ
キ
（
を
）
褒
ゲ
ー
監
シ
、
（
下
略
）
　
（
巻
第
五
、
九
六
行
）

（
中
田
博
士
、
注
3
文
献
訳
文
筍
六
一
一
貫
）
、
こ
の
訓
点
は
一
般
の
訓
点

本
と
は
異
な
っ
た
特
異
な
性
質
を
備
え
、
そ
の
一
に
日
本
書
紀
古
訓
と
類
似
す

る
如
き
古
態
が
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
（
注
2
6
）
。

尤
も
、
前
掲
の
玄
応
音
義
他
で
知
ら
れ
る
如
く
、
「
褒
旺
」
と
い
う
語
は
肝

心
記
の
み
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
名
義
抄
の
右
和
訓
は
、
肝

心
記
以
外
の
何
物
か
を
出
自
と
す
る
こ
と
も
有
り
得
よ
う
。
即
ち
、
右
に
述
べ

た
こ
と
は
、
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

同
一
の
連
語
は
、
図
譜
寮
本
に
も
存
す
る
。
こ
れ
は
玄
応
音
義
を
引
用
し
た

も
の
で
あ
り
、
且
つ
こ
こ
に
は
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

褒
讃
．
瓜
応
云
補
高
反
案
　
－
　
猶
揚
美
之
也
進
也
Ⅴ
　
褒
敗
　
A
応
云
補

（
り
∴
・
）

高
・
揚
美
也
舛
進
也
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
三
二
6
）

右
が
、
た
と
え
可
能
性
の
域
に
留
ま
ろ
う
と
も
、
名
義
抄
の
一
和
訓
の
出
自
、
一

及
び
そ
の
和
訓
の
原
年
代
を
追
求
す
る
上
で
、
肝
心
記
扶
文
は
参
照
せ
ら
れ
て
　
4
1

よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

尚
、
名
義
抄
図
書
寮
木
で
は
不
可
能
で
も
、
如
智
院
本
で
跡
付
け
得
る
と
い

う
和
訓
の
伝
承
関
係
は
、
梵
綱
経
略
抄
の
場
合
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
　
（
注

2
7
）
。

む
す
び

第
二
項
冒
頭
の
資
料
を
中
心
に
し
て
、
ま
ず
、
本
文
抄
に
つ
い
て
述
べ
　
（
第

一
項
）
、
次
い
で
「
肝
心
（
記
）
云
」
と
は
秋
篠
寺
善
珠
撰
述
の
成
唯
識
論
疏

肝
心
記
の
詣
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
第
二
項
）
。
資
料
一
！
－
⊥
凹
に
み
る
と

こ
ろ
も
、
こ
れ
に
相
応
す
る
も
の
と
知
ら
れ
、
肝
心
記
扶
文
は
、
国
語
史
諸
点

に
於
い
て
意
義
を
有
し
て
く
る
と
み
う
け
る
（
第
三
・
四
項
）
。

残
る
問
題
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
現
存
す
る
当
代
注
釈
書
に
於
け



る
和
訓
は
、
罫
珠
の
も
の
に
限
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
又
、
彼
の
著
に
於
け
る
宣

命
体
の
記
述
は
、
肝
心
記
に
限
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
珊
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら

の
点
は
末
だ
十
分
に
説
明
し
得
な
い
。

右
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
の
む
す
び
と
す
る
。
（
昭
4
8
・
7
・
3
）

注
1
　
「
因
む
総
目
録
」
に
よ
れ
ば
以
下
の
写
本
が
あ
る
。
　
－
　
大
谷
（
巻
四

之
一
、
文
正
元
写
一
冊
）
、
大
正
・
高
野
山
光
台
院
（
光
文
一
二
写
七
m
）

良
打
寺
（
鎌
倉
時
代
写
）
、
敦
大
寺
（
「
唯
識
論
第
一
巻
本
文
抄
」
、
正
応

四
宍
粟
写
一
冊
）
、
薬
師
寺
（
「
第
一
巻
本
文
抄
」
、
六
冊
）
　
（
三
m
）
。

2
　
「
唯
識
論
引
証
六
経
十
一
部
論
」
大
正
蔵
第
六
十
五
巻
、
三
二
五
百
。

3
　
藁
霞
と
は
、
囚
明
裁
断
裏
打
・
囲
明
入
正
理
論
童
話
婁
蓑
霞
・
因
明
大
疏

表
霞
な
ど
が
恕
定
さ
れ
る
。
導
本
に
つ
い
て
は
左
記
参
照
。

中
－
1
叩
祝
大
「
古
点
本
の
固
学
語
的
研
究
」
総
論
措
、
六
六
五
訂
。

築
島
裕
「
成
唯
識
論
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
4
4
・
1
0
。

4
　
引
用
内
容
は
、
大
正
蔵
卯
七
十
一
巻
所
収
の
法
相
燈
明
記
一
巻
の
冒
融
部

と
一
致
す
る
が
、
大
正
蔵
本
に
は
「
棺
安
生
」
と
あ
る
。
尚
、
同
木
典
に

「
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
十
月
維
摩
会
時
記
」
と
あ
る
。

5
　
本
文
抄
で
は
、
「
総
柳
佃
輩
周
記
」
も
拇
崇
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
明
憲

の
惣
料
簡
私
記
と
の
関
係
如
何
。

6
　
中
田
博
士
、
注
3
文
献
、
三
一
二
封
。

7
　
最
近
の
研
究
に
、
摂
れ
博
士
に
「
封
興
携
大
般
若
経
音
訓
に
つ
い
て
」

（
長
沢
先
生
古
称
記
念
図
書
学
論
集
、
昭
4
8
・
5
）
が
あ
る
。

8
　
日
本
大
蔵
経
戒
律
宗
草
疏
一
に
収
め
る
が
、
こ
の
推
定
は
岩
田
金
彦
氏

「
図
持
寮
木
期
深
名
義
抄
出
典
故
（
上
）
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
時
）

に
救
う
。

9
　
行
信
の
資
で
、
肋
甥
法
相
宗
草
疏
目
録
に
「
囲
明
論
疏
譲
三
巻
　
法
隆
寺

孝
仁
」
と
み
え
る
。
田
明
に
通
じ
、
琵
鳩
寺
流
の
姐
と
さ
れ
る
。
又
、
世
に

い
う
行
信
発
腑
経
二
千
七
百
巻
は
、
行
信
の
遺
志
を
承
け
た
仁
孝
が
、
神
護

景
雲
元
年
九
月
五
目
、
琶
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
掘
池
春
蜂

「
平
安
時
代
の
一
切
経
書
写
と
法
隆
寺
一
切
経
」
南
都
仏
教
、
第
二
六
号
）

1
0
　
深
浦
正
文
「
唯
識
学
研
究
」
上
巻
、
三
九
九
日
。

佐
伯
師
説
は
、
結
城
令
聞
「
唯
識
学
典
籍
志
」
四
五
一
貢
に
所
引
。

1
1
　
本
朝
高
僧
伝
巻
第
十
。

簗
瀬
一
雄
「
法
相
宗
相
承
血
阪
次
第
」
商
都
仏
教
、
第
二
六
号
。

1
2
　
興
祁
寺
別
当
を
重
任
し
た
法
務
大
僧
正
大
乗
院
慈
信
（
正
中
二
年
八
二
二

二
五
＞
寂
、
六
十
九
才
、
興
稲
守
略
年
代
記
）
は
別
人
の
如
し
。

ほ
　
「
継
徳
記
云
○
言
和
義
也
。
（
中
略
）
義
相
之
相
者
。
一
影
像
色
上

A
爾
Ⅴ
心
王
作
一
色
総
和
也
。
（
中
略
）
。
闇
。
別
和
之
舶
云
義
和
者
可

（
．
∴
こ

筋
。
何
故
総
和
A
平
佐
倍
W
烹
我
桐
郡
。
答
○
心
王
A
披
V
背
境
A
加
Ⅴ

別
別
之
童
和
風
乎
V
総
倍
持
A
天
流
V
義
和
A
乎
Ⅴ
取
故
和
風
乎
毛
V
云
義

和
也
公
三
石
Ⅴ
」
　
　
　
（
本
文
抄
巷
第
二
十
二
、
大
正
蔵
五
九
三
百
上
）

1
4
　
例
え
ば
、
勅
撰
法
相
宗
葦
疏
目
録
で
は
「
肝
心
八
巻
」
、
東
城
伝
燈
日
録

で
は
「
肝
心
記
八
巻
」
と
あ
る
如
く
、
「
記
」
の
有
無
は
ゆ
れ
て
い
る
。

1
5
　
智
周
の
成
唯
盈
論
淑
秘
、
基
の
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
・
成
唯
識
論
疏
、
霊

泰
の
成
唯
識
論
疏
抄
、
成
唯
識
論
北
京
抄
、
成
唯
識
論
東
京
抄
、
西
明
寺
円

柳
な
ど
の
告
及
び
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

1
6
　
勅
撰
法
相
宗
章
疏
目
録
に
「
同
経
（
妙
法
蓮
花
経
）
肝
心
一
巻
　
興
福
寺

井
珠
撰
」
、
東
城
伝
燈
目
録
に
「
同
経
肝
心
一
巻
　
革
珠
即
」
と
み
え
、
法

華
開
示
抄
な
ど
に
も
「
法
華
経
肝
心
義
云
風
音
珠
Ⅴ
問
。
此
経
（
下
略
）
」

（
巻
第
二
、
大
正
蔵
第
五
十
六
巻
、
二
六
九
貢
下
）
′
と
み
え
る
。

持
　
自
藤
礼
車
「
上
代
宣
命
体
文
献
管
見
」
同
語
研
究
室
、
賃
六
号
。
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東
城
伝
燈
目
録
に
「
同
（
最
勝
王
経
）
羽
足
一
巻
A
平
備
V
」
と
あ
る
が
、

こ
の
右
肩
に
細
字
で
「
俸
問
答
」
或
は
別
本
に
「
問
答
、
和
」
と
注
す
る
。

こ
の
注
は
同
羽
足
に
宣
命
怨
の
存
す
る
こ
と
と
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

自
藤
礼
幸
「
上
代
文
献
に
見
え
る
字
音
注
に
つ
い
て
　
H
」
茨
城
大
学
人

文
学
部
紀
要
文
学
科
論
集
、
第
二
号
。

こ
の
注
文
に
つ
き
、
恵
琳
音
義
所
収
の
玄
応
音
義
で
「
也
」
が
「
之
」
と

あ
る
だ
け
で
あ
る
。
後
掲
の
図
書
寮
本
類
策
名
義
抄
所
引
の
玄
応
音
義
で
＊

部
に
「
之
」
字
が
あ
る
。
尚
、
王
籍
に
関
し
て
左
記
参
照
。

襲
肢
　
A
上
保
毛
又
顧
野
王
云
褒
謂
揚
美
之
也
鄭
注
礼
記
云
進
也
説
文

衣
博
柘
楯
也
従
衣
保
声
下
兵
奄
反
鄭
注
周
孔
云
肢
滅
也
考
声
瓢
也
説

文
肢
損
也
従
貝
乏
声
也
Ⅴ

（
大
正
蔵
本
恵
琳
音
義
巻
第
八
十
五
、
弁
正
論
音
巻
上
、
所
見
）

切
瑚
系
親
書
に
は
「
褒
博
（
博
）
毛
切
（
反
）
」
　
「
旺
方
放
切
（
反
）
」

の
如
し
。
尚
、
大
広
益
会
玉
篇
に
「
褒
布
刀
切
」
。

「
平
安
時
代
の
決
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
、
九
七
〇
・
四
一
〇
貢
0

中
田
博
士
、
注
3
文
献
、
九
〇
八
百
。
自
藤
氏
「
上
代
言
語
資
料
と
し
て

の
仏
典
注
釈
書
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
4
4
・
1
0
。

古
田
東
朔
・
築
島
裕
「
国
語
学
史
」
、
二
九
貢
。

橋
本
迫
害
「
文
字
及
び
仮
名
遺
の
研
究
」
、
一
六
四
頁
。

築
島
博
士
、
注
2
2
文
献
、
一
八
二
－
1
－
二
一
五
日
。
小
林
芳
規
「
平
安
鎌

倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
同
語
史
的
研
究
」
、
五
九
二
・
五
九
三
貢
。

自
藤
氏
、
注
2
3
文
献
。

付
記

本
稿
は
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
叱
正
の
も
と
に
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
宝
月

萱
吾
先
生
、
築
島
裕
先
生
、
自
藩
札
幸
先
生
、
来
円
陣
学
兄
か
ら
も
、
種
々
の

御
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
お
礼
印
し
上
げ
る
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
　
－

（
3
3
ペ
ー
ジ
下
段
よ
り
つ
づ
く
）

六
十
八
回
（
同
十
一
月
二
十
四
日
）

高
山
寺
本
古
往
来
・
法
華
百
塵
開
音
抄
の
異
体
字
に
つ
い
て
　
　
胡
子
　
福
海

小
林
秀
雄
の
初
期
作
家
論

－
「
芥
山
龍
之
介
」
と
「
正
宗
白
鳥
」
－

『
排
蓑
小
船
』
か
ら
『
石
上
私
坦
冨
』
　
へ

ー
歌
論
と
し
て
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
論
の
展
周
－

越
智
　
良
二

阿
満
．
誠
一

tosho-seibi-repo
長方形




